
学校番号 2002 

平成 31 年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅰ 単位数 2 単位 年次 1 年次 

使用教科書 高校生の美術１（日文） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

講義型の授業に終始することなく、感じ取ったことから考える「絵画・彫刻」、目的や機能から考

える「デザイン」、感じ取ったこと・目的や機能から考える「映像メディア表現」と「鑑賞」の分

野それぞれにおいて全員が主体的に思考し、活動できる授業づくりを行う。 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

美術の幅広い活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創

造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心を持ち、主体的に

表現や鑑賞の創造活

動に取り組もうとす

る。 

感性や想像力を働か

せて、感じ取ったこと

や考えたこと、目的や

機能、美しさなどから

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、意

図に応じて、表現方

法を工夫している。 

美術作品などの表現

の工夫や美術文化な

どを理解し、そのよ

さや美しさを創造的

に味わっている。 

評
価
方
法 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグループ

ワークの様子 

制作の様子 

ワークシート 

鑑賞活動やグループ

ワークの様子 

制作途中の作品 

作品 

ワークシート 

発言内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
期 

２
学
期 

美
術
と
は 

【鑑賞】【絵画・彫刻】 

・オリエンテーション 

教科書等を鑑賞し、多様な

表現形式について学び、

「美術Ⅰ」の学習イメージを

持つ。 

・クロッキー 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:美術の多様な表現に関心を

持ち、これからの学習に意欲

を高めている。 

d:美術作品などのよさや美し

さを感じ取り、美術の働きや

文化ついての理解を深めて

いる。 

b:対象を見つめて、形体の特徴

をつかみ、構成などを工夫し

ている。 

c:クロッキーの目的を理解し、

鉛筆の特性を生かして表現

している。 

 

学習活動の

様子 

 

制作の様子 

作品 

色
彩
研
究
・絵
画
制
作 

【絵画・彫刻】【デザイン】【鑑

賞】 

・色彩基礎 

・色彩構成 

  ３×３のマス目を３つ用意

し、それぞれの中央マスに

明度の違うグレイを着色す

る。着色した中央マスのグ

レイの明度と等しくなるよう

残りの８マスを任意の色彩

で着色する。 

・絵画制作 

  同じ明度の色のみを使い

絵画制作を行う。 

・鑑賞 

  作品プレゼン・ワークプリン

トにまとめる。 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:絵の具を用いた絵画制作に

関心を持ち、表現や鑑賞の活

動に主体的に取り組もうと

している。 

b:絵の具など、表現形式の特性

を生かし、形体、色彩などを

工夫して表現しようとして

いる。 

c:絵の具の特性を生かし、表現

方法を工夫して表現しよう

としている。 

d:よさや美しさ、表現の工夫な

どを感じ取り、作品について理

解を深めている。 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑 賞 ワ ー ク

シート 

 

作品 



 
 
 
 

 
 
 

 
 

前
期

・
後
期 

 

日
本
の
美
術
、
発
見 

【鑑賞】 

・絵巻物、障壁画、浮世絵な

どの作品から、班で１作品選

び、表現の特徴や工夫につ

いて話し合い、まとめる。 

・作品について調べる。 

・班ごとに発表する。 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

   

○ 

 

 

 

○ 

○ 

a:日本の伝統的な美術の表現

の特質に関心を持ち、日本及

び諸外国の美術文化につい

て理解しようとしている。 

d:日本の伝統的な美術の表現

の特質や様式、主題や表現方

法、日本及び諸外国の美術文

化について理解を深めてい

る。 

鑑 賞 ワ ー ク

シート 

木
版
画
制
作 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・スケッチ 

・制作 

 与えられたテーマをもとに下

絵をおこし、用具の特性など

を生かしながら制作を行う。 

・相互鑑賞 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:木版画制作に関心を持ち、表

現や鑑賞の活動に主体的に

取り組もうとしている。 

b:表現形式の特性を生かし、創

造的な表現の構想を練って

いる。 

c:木版画の特性を生かし、表現

方法などを工夫して表現し

ようとしている。  

d:よさや美しさ、表現の工夫な

どを感じ取り、作品について

理解を深めようとしている。 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑 賞 ワ ー ク

シート 

 

作品 

Ｔ
シ
ャ
ツ
染
め 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・制作 

 藍やろうけつ、タイダイ等、

染色の基本となる染めを身近

なマテリアルを用い学ばせ

る。 

・相互鑑賞 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: Ｔシャツ染めに関心を持

ち、表現や鑑賞の活動に主体

的に取り組もうとしている。 

c: 染めの特性を生かし、表現

方法などを工夫して表現しよ

うとしている。 

d: よさや美しさ、表現の工夫

などを感じ取り、作品について

理解を深めようとしている。 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑 賞 ワ ー ク

シート 

 

作品 



後
期 

う
つ
わ
づ
く
り 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・制作 

陶芸作品の制作過程を説

明し、与えられたテーマを

もとにイメージを膨らませ、

スケッチを行う。スケッチを

もとに土練から成型、本焼

きまでを行う。 

・相互鑑賞 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a: 陶芸制作に関心を持ち、表

現や鑑賞の活動に主体的に

取り組もうとしている。 

b: 表現形式の特性を生かし、

創造的な表現の構想を練っ

ている。 

c: 陶芸の特性を生かし、表現

方法などを工夫して表現しよ

うとしている。 

d: よさや美しさ、表現の工夫

などを感じ取り、作品について

理解を深めようとしている。 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑 賞 ワ ー ク

シート 

 

作品 

細
密
描
写 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・制作 

 Ａ４サイズの人物写真を紙

に転写させ、鉛筆を使用し細

密描写を行う。 

・相互鑑賞 

 

○ 

 

 

 

○ 

  

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a: 細密描写作品の制作に関心

を持ち、表現や鑑賞の活動に

主体的に取り組もうとして

いる。 

c: 鉛筆の特性を生かし、表現

方法などを工夫して表現しよ

うとしている。 

d: よさや美しさ、表現の工夫

などを感じ取り、作品について

理解を深めようとしている。 

制作の様子 

制作途中の

作品 

 

鑑 賞 ワ ー ク

シート 

 

作品 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


